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近畿地方の粘土瓦の変遷と瓦粘土

一奈良県大阪府一

小村良二(大阪出張所)

はじめに

粘土瓦はさまざまな歴史的価値をもつ紋様を変遷さ

せなカミら古代から現代へと製造技術を高め日本の歴

史とともに歩んできた.古瓦は近畿地方の遺跡など

からも数多く出土し往時の都市間の交通･流通径路や

文化の程度遺構の創建年代の考証杜ど古代史解明の重

要な一端を担っておりその意味においてまさに瓦の

第1表粘土瓦の日本工業規格(綴:1g:lo難)抜粋

形状および寸法(単位皿m)
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歴史は我が日本吏の一面を物語るといえよう.

しかし瓦工業といえば多くの人々が家内工業的生

産様式を連想するように窯業としての瓦製造の近代化

は最近までその歩みは遅れていた.それは瓦の種類

による製造工程の違いや製造技術施工法にある種の

職人的資質とか経験を必要としたからかも知れ粗い.

現在でも製瓦業に携わる人には瓦職人とか瓦師鬼板師

などという呼称カミ付されている.

他方住宅瓦は私たち日本人の居住生活と切り離せ

ない関係にありまた文化的景観と伝統の建築美を誇

る神社仏閣城閣などにもなくてはならない存在であ

る.

現在粘土瓦の産地の多くは近代工業に成長しており

地場産業あるいは地域振興産業として注目を浴びている.

しかし近代化による急速な生産量の増大は逆に原料
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の深刻狂不足を招いている.瓦の原料には通常は低級

粘土が使用されるがもとよりどのような雑粘土でも間

に合うというものではなく瓦の成形に適した可塑性

吸水率収縮率粒度組成耐火度などが要求される.

多量の粘土を使用する瓦産業にとってこれらの条件を

満たした原料の安定確保は今後の重要な課題となろう.

本稿ではこのような観点を主眼として現在採掘稼

行されている大阪府と奈良県の瓦粘土の諸性質と産状を

記述するかたわら製瓦の歴史的背景についても触れて

みたい.

1.粘土瓦の生いたち

1.1奈良県の製瓦の沿革

古代目本の民家や商家社寺狂どの木造建築物の屋

根は茅･稲藁･麦藁･芦などの材料による草葺杉板

サワヲコパ]ケラヒワダ

･構･栗などによる木羽葺(柿暮小閏原葺ともいう)檜皮

コハダ.

･杉皮などの木膚葺などで屋根そのものカミ家屋の存在

を示す一種の象徴であった.それが百済から渡来し

た瓦博士らの手により日本で最初の瓦葺の寺院が奈良

県に創建されることになる.

飛鳥時代の崇峻天皇元年(588年)に百済から仏舎利と

ともに4人の瓦博士(工人)寺工仏師らが渡来して着

工され8年の歳月を賞して推古天皇4年(596年)に完

工した高市郡明目香村の元興寺(古称を飛島寺または法興

寺ともいう)は蘇我馬子の命により造営されたものであ

る.'畠元興寺は養老2年(718年)に平城遷都とともに

アンゴイン･

奈良市内へ移され現在はわずかに安居院が残されてい

写真110～14世紀の古瓦(奈良市瓦手工業所保

管)法隆寺･興福寺(奈良市)浄土寺

(尾道市)崇福寺(長崎市)などから出土

したもの

るぱかりであるが当時は古代人の驚異の的となり仏教

に対する威圧の念を大いに抱かせたであろう.また

元興寺の創建はそれ以後に建立された寺院のほとんど

が瓦葺とされたことからもわかるように旧来の建築様

式の宗教的造形美や伝統美の革命的転換であった.し

たがって奈良県下の古瓦の出土も非常に多い.例えば

聖徳太子が開基建立し現存する木造建築物では世界最

古の法隆寺(生駒郡斑鳩町607年の創建といわれる)から

ノギ虫ワラアプミカリラ

は流麗な横紋を刻んだ宇瓦鐙瓦などカミ発掘されま

た奥山久米寺跡(高市郡明目香村)からは最古といわ

れる飛鳥時代末期の鬼瓦などが発見されている.瓦は

飛鳥時代後期には宮殿にも使用され藤原宮(橿原市

694～710年)に初めて宇瓦鐙瓦などが用いられた.こ

れら出土する寺院の古瓦は各々の時代の共通の様式

を具備表現しながら'その寺院特有の紋様をみせている

(写真12).

他方瓦の製造にあたった瓦屋(製瓦工場)は各寺院

に付属し造営や修理に深く関与していた.瓦屋では

製瓦の一貫作業が行われ原料粘土と水カミ豊富で交通至

便の地に適当た地形を選んで瓦窯が設置された.

奈良県下では多くの瓦雫跡が確認発掘調査されている

が史跡として保存され往時の名残りをとどめている

ヌカクペ

のは大和郡山市の額田部窯跡(写真3)と生駒郡斑鳩町

ミイ

の三井瓦窯跡奈良市の歌姫瓦窯跡である.当時の瓦

窯には平窯と登窯の2種類があった.額田部窯跡は

全長2.85m窯室の長さ約1.6m幅1.2mの半地下式

平窯3基で昭和3年に発見された.近くの額安寺

(飛島時代中期の創建)の造営･修理に携わっていたらし

い.三井瓦窯跡は全長4.5m高さ3.8m一で瓦塚とい

われる丘陵斜面に造られた地下式有階有段登窯1基で

昭稲6年に発掘調査されている.窯跡から蓮花紋様の

写真2

棟飾独)礒もと為崖(奈良市瓦手工業所狭管)左から再建高島城天守閣(諏

訪市)と18世紀旧江戸城大手門の鱗瓦再建薬師寺金堂(奈良市)の鵯尾�
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ある軒丸瓦の完形が一点出土したことから奈良時代前

期の遺構と考えられ近くの法隆寺や法起寺の瓦を製造

していたようである.歌姫瓦窯跡は全長ム2mの平窯

で確認された6基のうち1基が完形で残されている.

昭末口28年に発掘調査された際発見された平瓦丸瓦が

平城宮出土の古瓦と共通性があり平城宮造営瓦窯と推

測されている.

寺院の木造建築物としては世界最大の偉容を誇る大

仏殿で名高い東大寺(奈良市)は聖武天皇の勅願により

宝亀末頃(780年噴)完成した.東大寺の造営は造東

ヅウガシヨ

大寺司狂る役所が掌り造瓦所(瓦屋)が工房の一施設

として付属していた.造瓦所は2カ所付置され2人

の別当(長官)のほかに将領(監督)2人瓦工8人仕

丁(人夫)約18人の機構であったらしい.国の総力を

挙げた東大寺の造営には移しい民衆が徴用されその夫

役と寄進に負うところがあまりにも大きかったため律

令国家の衰退と国家経済の疲弊を招く一因ともなったの

である.東大寺はその後の焼討再建復興荒廃補

修改築の盛衰興亡を繰り返し現在に至っている.

昭和48年から始まった東大寺大仏殿の昭和大修理は

屋根の葺替だけで5年付帯工事も含めると7年の歳月

を賞して昭和55年春に全工事を終了する.総工費は約

50億円で総面積約7600m2の大屋根に葺かれる平瓦1枚

は長径55cm幅47～43cm重量16kgで座布団大のキ

ングサイズである.この瓦は約63,000枚使用され長

径55cmの丸瓦は約27,000枚を使用下層屋根の瓦と合

算すると二層の屋根に使った瓦の総数は109,407枚とな

りまさに世界一の木造建築物である(写真4).

このように奈良県の製瓦吏を振り返ってみるとそれ

は日本の粘土瓦製造の創始として位置づけられ常に神

社仏閣の造営とともに歩んできたことがわかる.その

歩みは現代にも引き継がれ今や奈良県下で製造された

社寺瓦(特殊瓦)は日本全国はもとより海外の一部へも

搬出されている.

1.2大阪麻の製瓦の沿革

百済から奈良県にもたらされた製瓦技法は大阪府下

の堺や泉州地方にも伝えられた.堺市和泉市祖どか

らは飛鳥～鎌倉時代の仏寺古瓦が貝塚市の廃寺跡など

からは奈良～室町末期の古瓦がまた泉南地方では鎌

倉時代以降の仏寺古瓦が数多く出土している.聖徳太

子建立の四天王寺(大阪市)は飛鳥時代の創建であるカミ

南大門跡では平瓦で囲まれた遺構が発見されている.

一方瓦窯跡も各地で発掘確認されている.吹田

市岸部の千里丘陵には東西200皿の丘陵斜面上に平窯

9基登窯4基その他の古窯3基が確認発掘調査さ

れ現在は史跡公園として整備されている･この瓦窯

は平安時代前期に平安京(京都市794～1868年)の緑

粕瓦などを焼いたらしい(写真5).

安土･桃山時代には和歌山県粉河の寺島三郎左衛門

カミ大阪の天王寺に来て製瓦業を営み豊臣家の御用瓦師

を勤める.その後代々寺島氏は徳川家の特権的御用

瓦師となり大阪落城後には徳川家より現在の大阪市南

区瓦星町一帯に15!,800m2の土地を拝領し製瓦工場

や土取場を設けていた(第2図).ここで製造された瓦

は｢高津瓦｣と呼ばれた.寺島氏は尼ケ崎氏山村氏

とともに大阪3町人の1人でその屋敷は瓦屋町瓦屋橋

写真3小屋掛で保存されている額田部窯跡の火床部(大和郡111市･昭和4年4

月2日史跡指定)この瓦窯跡からは平瓦丸瓦などの古瓦が出上した

ことで鎌倉持伐の遺構と推察されている

写真4東大寺大仏殿昭和大修理用鬼瓦(奈良11i

瓦手工薬所製{乍)高さ1.3m幅1.65m

重量450㎏�
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東詰にあったらしい.現在の南区瓦屋町一帯は瓦に

かわって人形の卸問屋街にたっておりいにしえの旧都

のよすがは全く偲ばれない.

堺では平瓦井戸瓦本葺瓦敷瓦などの種類をもつ

堺瓦が焼かれ江戸蒔代万治年間(1658～1661年)に主と

して大阪に搬出され大阪や江戸の城郭たどに用いられ

た.堺カミ交易国として名高かった安土･桃山時代から

江戸時代にかけては防長2州方面にも出荷されていた

ようである.元禄7年(1695年)の堺の瓦師は17人とい

われその多くは現在の堺市瓦町界隈に住居があったら

しい.

和泉瓦としては目板郡谷川村(現在の泉南郡岬町)の

谷川瓦が品質堅牢で形が整い世評がよかった.江戸

時代慶応年間(1865～1868年)の同郡淡輪村(現在の岬町)

では領主自ら製瓦業を奨励し瓦屋は14戸に達したと

いう.この地域の製瓦業は現代にも引き継がれている.

その後の大正14年の全国焼き瓦産地調査結果によれば

大阪府下の各地に互生産地が点在しているがとくに泉

南郡岬町や阪南町に工場の多いことが明らかになってい

る.これは昭和20年の全国焼き瓦工場調査結果でも

ほぼ同じで互生産地や製瓦工場が主として大阪南部に

局限されている.このことは大阪南部の丘陵地帯には

タンカ

原料とする粘土が豊富にありまたいぶし瓦の燥化に

要する薪(主に松)に恵まれていたので製瓦工場の立地

条件や地理条件を満たしたのであろう.昭和20年12月

の大阪府全域の粘土瓦生産総量は月産30.8万枚製瓦工

場数は101工場であった.

＼＼三､1

＼.､･･

､

�

2.粘土瓦製造の現況

2.1奈良県の現況

奈良県下で操業中の製瓦工場･事業所は奈良市をは

じめ県下全体で16工場が点在している(昭和54年4月現在).

製造瓦種はすべていぶし瓦であるが

けは粕薬瓦も製造している.

ヘグリ

奈良市2工場生駒郡平鮮町1工場の専門工場と上述の

天理市の1工場で製造されている(第3図第2表).

上述の4工場以外の製瓦工場･事業所は家内工業的

事業形態または零細工場が多い.

しきれず原料粘土を他県から移入したり近代工場に

吸収されまた瓦葺工事業などへの転廃業を余儀なく

されている.しかしこのような実情下でも幾個かの

工場･事業所では零細規模経営の利点を生かしつつ

現地の原料粘土を使用していぶし瓦のもつ欠点を克服し

第2図'大阪南瓦屋町瓦師(社会思想杜｢日本山海名産名物図会｣

P.251より)

特徴のある製品を生産するなど他県産および近代工場

産の粘土瓦とみごとに競合している(写真6).

2.2大阪府の現況

大阪府内の製瓦工場･事業所は泉南市や泉南郡阪南

町および岬町などに31工場が操業している(昭和54年

5月現在第4図).製造瓦種はすべていぶし瓦で｢泉

州瓦(一部地区ではr和泉瓦｣硲川瓦｣)と呼称し周辺

地域と和歌山市の一部に搬出されている(写真7第2表).

大阪府の互生産地･製瓦工場は製瓦の沿革でも述ベ

フケ

たように現在でも大阪南部とくに岬町深目に集中して

いることで特徴づけられる.岬町深目は全国有数の

キシペシキ='

写真5吉志部瓦窯跡の紫金山吏跡公園

(吹田市･婿和46年6月25目史跡指定)�
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策2-a表

粘土瓦の事業所数

(通商産業省r工業統計表品目編｣より)

＼区分���いぶし瓦�����紬薬瓦･塩焼瓦��

､����������

＼����������

＼�大阪���������

＼�����奈良�大阪�奈良���

＼�全国�����全国����

年＼��事業所�全国比(%)�事業所�全国比(%)��事業所�全国比(%)�事業所�全国比

����������(劣)

昭和47年�2,735�41�1,5�36�1.3�687�3�O.4�4�O.6

48�2,619�39�1.5�36�1.4�657�一�一�4�O.6

���㌳����㌱���������

��������㈷���㌶�����

���㈰����㈴���㈰����

(?は秘匿)

第2一も表

粘土瓦の出荷量

(通商産業省｢工業統計表品目編｣より)

＼区分���いぶし瓦�����紬薬瓦･塩焼瓦��

����������■■■■■■■■■L'一

�全国�大阪��奈良��全国�大阪���奈良･

�(千個)�����(千個)����■

年��出荷最(千個)�全国比(%)�出荷量(千個)�全国比(%)��出荷量(千個)�全国比(%)�出荷量(千個)�全国比

�������

昭和47年�265,883�4,390�1.7�6,506�2.4�977,825�877�O,09�1,368�O.1

48�391,097�7,723�2.O�4,451�1.1�1,738,794�一�一�3917�O.2

����㌳��〵�����������㈲������㌀

���������������������������

51�374,208�5,521�1.5�1,954�O.5�■1,270,154�?�?�?�?

(?は秘匿)

写真6平窯(通称怒るま窯)古くから愛用されて/ハ葛瓦繁で窯塞の大きさにより通常1回に700

～1200枚の平瓦か焼かれる主燃料は現在も薪を用いるところもあるか多くは重油を使用で

きるよう改良され1000℃前後の高温で焼成される写真のように煙突ももつが熱効率はあ

塞りよくない

互生産地である兵庫県淡路島の

洲本港との連絡口深目港をかか

えており紀淡海峡の北を常時

旅客船フェリｰが往復してい

る.したがって淡路瓦も盛

んに搬入されているのにもかか

わらず泉州瓦の位置は崩され

ておらずみごと荏競合関係が

保たれている.その事由は後

述する原料粘土の供給地が一定

しているので原土処理工程の

変更などの損失が少狂くその

ため原料粘土の他県からの移入

はほとんどみられない.さら

に零細工場･事業所が多いが

長い伝統に裏打ちされた販路が

確立されており事業所間の連�
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策3図奈良県の製瓦工場･事業所分布図(昭和54年4月現在)本

図と右の第4図は原料の'種類および企業形態企業規模の大

小を間わず製造工場･事業所を可能た限り収録した

撲と結束も強く荒地加工専門業も介在するなど

分業体制も推進されつつあることなどによるものと

思われる･製品は木目細かくいぶし銀の輝きが

映えて独特の光沢をみせている(写真8).

④崖

和

も柵

'曇

泉

佐｡

野⑤

㊥ψ泉

｡x南

.阪南･

岬

和

泉㊥河

内

長

野

�に�

第4図大阪府の製瓦工場･事業所分布図(昭和54年5月現在)

3.原料粘土の産状と組成

3.1奈良県の原料粘土(第5図)

現在奈良県内の原料粘土の採掘地は第3図にみら

れるの以下の6地点である..

(1)奈良市五条山周辺の2地点

(2)生駒郡斑鳩町神南の大和川右岸

(3)御所市相原の曾我川沿

写真7和歌山城代々紀州樹11家の居城であった和歌山城は別名竹垣城ともいい昭和20年の戦災で焼失

略和33年復元された天守閣は写真のように約8万枚の谷川瓦などで貫かれている

(昭和6年3月30目史跡指定)�
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_変ザ

目上部更新世

区⊇鮮新一更新世(大阪層群の下部層)

回中新世(二上層群藤原層群)

国コ領家花筒岩質岩類

^あやめ池榛曲

丁天理擦曲

Y大和川断層地帯

第5図奈良盆地周辺の地質図(Y.HムYムsHIDA1979)

(4)五條市今井の吉野川右岸

(5){辺郡都那村白石

(1)奈良市五条山周辺の瓦粘土

奈良市五条山周辺から京都府の木津川左岸の丘陵地

帯に連続する地域は鮮新一更新世の大阪層群から構成

されている.大阪層群は厚い砂礫･粘土の互層からな

り堆積当時は広範な淡水域であったらしい.また砂

･礫層中には2枚の海成粘土層も挾在し上部の海成粘

土層は五条山周辺と北葛城郡の馬見丘陵に局蔀的に分

布するのみであるカミ下部の海成粘土層はM我1に対比

されMa1は馬見丘陵五条山およびその以北の丘陵

地から木津川左岸の丘陵地帯にまで広く追跡される.

五条山の北の採掘場では約1mの腐植物の多い砂質

で黒褐色～暗褐色の上部海成粘土層の上にのる層厚約

5m+の砂混りシルト～粘土質シルト層を稼行対象とし

ている(第6図).五条山の南の採掘場では上部海成

粘土層の下位の約7mの粘土混り砂･シルト互層を稼行

対象としている.両採掘場周辺はほとんど宅地化され

ておりわずかに残された未開発の丘陵地も砂･礫がち

で層相変化が著しく瓦原料とする粘土層にも乏しく今

後の問題点が多い.2採掘地点の瓦原料粘土はX線回

折の結果ではともにモンモリロサイトとカオリン鉱物

を主成分としそのほか石英と少量のカリ長石恋とを伴

っている(第3表).

(2)(3)(5)奈良盆地および都祁村の瓦粘土

奈良盆地に注ぐ當雄川佐保川曾我川初瀬川たど

はいずれも奈良盆地を囲む周辺の山地に水源を発する.

これらの河川はすべて奈良盆地中央部で合流して大和川

と在り遠く大阪湾に注いでいる(第5図).盆地の形

成はおよそ200万年前から始まったものと考えられてお

り陥没によって落ちこみ大阪層群カミ堆積した後は

上述の旧河川などによる氾濫原(扇状地性または三角洲性

低地帯)となって現在みられる地形を呈するようにな

ったと思われる.採掘3地点のシルト～シルト質粘土

はすべて氾濫原堆積物で完新世に相当する.その層

厚は盆地中央部に向って厚さを増すと考えられるが最

大でも5m程度であろう.採掘3地点は農耕地として

利用されており休耕期に表土を取り除き数m掘り下

げた下の粘土やシルトを採掘している.粘土鉱物組成

はいずれもカオリン鉱物を主としモンモリロナイトや

写真8各種の泉州瓦左から軒瓦

巴瓦覆輪型鬼瓦�
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1.五条山北の瓦粘土採掘場(奈良市平松町)

2.吉野川右岸の瓦粘土採掘場(五條市今井)

3･泉州瓦粘土採掘場(大阪府泉南郡阪南町)

第3表奈良県瓦原料粘土の鉱物組成

イライトも含有されている.このほか東大和高原南

部に位置する都郡村の瓦原料の黒褐色腐植土中にはイ

ライト･モンモリロナイト混合層鉱物が含まれている

(第3表).

(4)吉野川右岸の瓦粘土

吉野川は.奈良県のほぼ中央部を東から西に流下する.

上流はV字谷が発達して峡谷美の景観をみせ中流以下

では次第に川幅が広くなって中央構造線(M.di.nT｡｡一

t.ni.Lin｡)に沿い東西に直線をなす構造谷となる.

古来から吉野川は吉野詣やお伊勢参り大名の参勤交

代に利用されるなど紀伊･大和･伊勢を結ぶ重要な交

通流通径路であった.川沿の上市下市大淀五傑

などの市街地は吉野川沿に分布する河岸段丘上に主に

展開し経済活動の場となっている.

五條市今井の吉野川右痒の採掘場では3m+のよく

締ったシノレト質緑灰色粘土層を採掘稼行している(写真

g).この粘土層の上位には約2mのチャ』トの

大磯を含む砂礫層がのっている(第6図).これらは低

位の吉野川段丘に相当し旧期段丘堆積物の竜門累層を

第3図

第3図���������

�奈良県�����鉱物組成���

No.�瓦粘土産出地��������

�����儉����

1�奈良市��������

�五条山北�◎�△�◎��◎�△�?�

1�奈良市五条山南�◎�△�◎��O�△��

2�生駒郡麹鳩町��������

�大和川右岸�O�△�◎��◎�?�△�

3�御所市��������

�曾我川沿�○�△�◎��O�?�△�Am.

4�五條市��������

�吉野川右岸�△�O�O�○�◎�O�○�

5�山辺郡部耐村農耕地�○�?�◎��○��?�M1x

M:モンモリロナイトI:イライトK:カオリン鉱物

C:クロｰライトQ:石英PoF:カリ長石P1:斜長石

A由:角閃石Mix:混合層鉱物

〔◎:多いO:少ない△:僅少〕

被う新期段丘堆積物である.

瓦原料に使用している緑灰色粘土の鉱物組成はカオ

リン鉱物イライト緑泥石と少量のモンモリロナイト

のほか石英長石が共在している(第3表).

3.2大阪府の原料粘土

泉州瓦の原料粘土の採掘地は泉南郡阪南町稲泉鳥取

で30年以上もここで採掘されてきたようである.この

地辞は大阪平野の最南端に位置する和泉山脈の山麓丘陵

地帯である(写真10).

粘土採掘場周辺の地質は領家花開岩類および泉南酸

性火砕岩類とこれを不整合におおう白亜紀の和泉層群

とを基盤として堆積した鮮新一更新世の大阪層緯か

らなっている.採掘場のある丘陵地帯は大阪層群最

写真9吉野川右岸の瓦粘土採掘場(五條市)

写真10泉州瓦粘土採掘場(大阪府泉南郡阪南町)�
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策4表泉

州瓦粘土原土分

析表

�

下部層に相当し主として砂･礫層粘土層より形成さ

れている.採掘場の稼行対象の粘土層は粘性が強くて

灰色を呈し木片や炭化物レンズ状の砂の薄層後背

地の和泉層群の風化した砂岩ボ』ルや頁岩ボ』ルなどを

挾有しているのが観察される(第6図).

この瓦粘土層は層厚カミ約10mあるが分布区域は局部

的で挾小である.賦存状態はよいが

周辺の宅地造成と地域開発によって

採掘可能範囲は次第に制約されつつあ

り今後の可採量は多くを望めたい状

勢にある.したがって瓦の生産量と

の関係もあるか新たな原料粘土供給

地の開拓を準備する必要がある.

瓦粘土のX線回折の結果では粘土

中の微粒部分に石英およびイライト

モンモリロナイトカオリナイトなど

が含まれ粗粒部分に菱鉄鉱石英

長石方解石などが含まれることで特

徴づけられる(写真11ユ2).瓦粘土

の化学組成耐火度校とは第4表に示

した.

簿

粘土瓦工業の原料対策一むすびにかえて一

奈良県および大阪府の製瓦工場･事業所で筆者の見

聞した範囲内でもっとも切迫した問題は枯渇しつつあ

る原料粘土の長期的安定確保対策であった.

すでに述べてきたように瓦原料は山土以外では沖

積田土や採石･山砂利廃泥などが用いられている.以

一鱒一妻

写真11泉州瓦粘土の電子顕微鏡写真(粘土試料

は粒径2μ以下の微粒部分)

1榊帆粘土の粗粒部分に含有される菱鉄鉱の

撃瞥締翼微鏡写真�



一29一

節は溜池底質なども利用された.山土以外のこれらの

原料土でもその性状さえ明らかにされていれば今後

の課題は採掘稼行区域の長期確保と計画採掘原料土

の有効利用の方策であり採掘地が近隣の一定地域であ

る限り原料土の性質も類似していると思われる.し

かし農耕地の場合は採掘後の埋め戻しや整地という

労力を要しなければならない.問題点となるのは他

県から移入された原料土に頼っている場合である.こ

の場合製瓦工場の稼動力源料供給地の原料事情に左右

される恐れがあり荒地購入の場合は原料土の性状が

不明であるから製品の良否は窯出し～製品検査段階ま

でわからない.さらに種々の移入原料土を混合して

圷土とする場合にはその性状に合致した原土処理工程

の改良を度々余儀なくさせられることがある､

それゆえ性状の明らかになっている現地の原料土を

用いることが望ましいが本稿冒頭に述べた瓦の成形に

適した可塑性収縮率焼絡性軟化性状などの窯業的

性質は原料土の鉱物組成とその量比に密接に関係して

いる.例えば大阪層群など堆積性粘土の鉱物組成と

その量比は供給源の後背地の地質に影響されているこ

とが多い.したがって瓦原料粘土供給地の開拓と未

利用粘土の利用価値判断はこれらの諸点を地質学的手

法にもとづく近代的手段によらて総合的･体系的に把握

しなければ校らず従来のように原料粘土の適否を経

験や一種の感覚のみに頼る方途からは脱却する必要があ

ると思われる.

本稿を執筆するにあたって粘土瓦の生産･産業形態および

市場流通圏などに関する資料を供与していただいた奈良県工

業試験場の野村賀寿雄氏･豊田忠三氏･西城晃民放らぴに

大阪府岬町の和田梅瓦製造所の方丈に厚くお礼中し上げる.

また瓦手工業所をはじめ逐一お名前を掲げ粗いが奈良県

下の製瓦工場･事業所の多くの方々からは製瓦および瓦原料

土に関する有益匁お話を伺った.この機会に謝意を表したい.
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